
伝言録音時間：１伝言30秒以内

伝言蓄積数：１電話番号あたり１～20伝言

伝言保存期間：運用期間終了まで（自動消去）

□ヘルメット・防災ずきん

□雨具・長靴・防寒着□ティッシュ・タオル

□処方箋の控え　など

□保存食（缶詰・レトルト食品・アルファ米など）

□トイレットペーパー □ウェットティッシュ

□給水用ポリタンク

証

マイナンバーカード

□モバイルバッテリー □充電ケーブル □手回し発電機

・家では丈夫な机の下など、安全な場所に避難する。

・運転中はハザードランプを点灯し緩やかに速度を
落とす。

・施設内では係員の指示
に従う。あわてて出口に
走らない。

・外にいるときはブロック
塀の倒壊、看板やガラ
スの落下に注意。

～

緊急地震速報・地震発生時は身の安全の確保を！　緊急地震速報・地震発生時は身の安全の確保を！　緊急地震速報・地震発生時は身の安全の確保を！　

地震発生後は、周囲の安全確保を！　地震発生後は、周囲の安全確保を！　地震発生後は、周囲の安全確保を！　

地震
発生後　
地震
発生後　
地震
発生後　

・スリッパなどをはき、転倒した家具やガラスの破片
などに気を付ける。

・揺れが収まったら火の始末をする。

・窓や戸を開け、出口を確保する。

・テレビ、ラジオ、市役所などの情報から正しく状況を
把握する。

・自宅の安全を確認後、近所にも声を掛けて安否を
確認する。

・危険が迫っていると判断した場合は避難する。

・避難は徒歩で行い、持ち物は背負える範囲にする。

・近隣住民で協力して
消火活動や救護活動
を行う。

家の中の安全も見直しましょう！　家の中の安全も見直しましょう！　家の中の安全も見直しましょう！　

地震発生直後はデマ情報に注意！　地震発生直後はデマ情報に注意！　地震発生直後はデマ情報に注意！　

建物が大丈夫だから安心。でも、家の中はどうでしょうか？
地震による負傷は、約３～５割が家具の転倒・落下によるものです。

・家具は倒れても安全な配置にしましょう。

・出入り口はできるだけ物を置かず通りやすくしましょう。

・本棚、食器棚、テレビ、冷蔵庫などは柱や壁に金具を取り付け固
定しましょう。

地震発生直後など、情報が不足しているときは、誤った情報が広が
りやすくなります。受け取った情報の根拠を確かめ、惑わされない様
注意しましょう。

揺れやすさマップとは、富良野市に大きな影響を及ぼすと考えられる富良野断層帯西部の活断層による
地震を想定し、250ｍメッシュの震度分布を表示したものです。この活断層による地震が発生した場合、
被害は甚大になることが予想されます。
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41 布部
  市街地

32 西学田
二区

33 東学田
二区

46 学田
三区

43 上五区

42 布部

40 南扇山

39 西扇山
38 北扇山

37 東鳥沼

36 西鳥沼

51 富丘

35 南大沼

34 北大沼

31 清水山

30 島の下

58 山部市街地

52 布礼別

59 山部

61 西達布

60 東山

62 老節布

63 平沢

56 南麓郷

55 東麓郷

53 麓郷市街地
57 西麓郷

54 北麓郷

50 八幡丘

47 下御料

48 中御料

49 上御料

45 下五区

44 中五区

1 : 200,000

50 10km

緊急輸送道路（北海道指定）

N

夕張市

震度４以下

震度５弱

芦別市

上富良野町

中富良野町

第１次緊急輸送道路

第３次緊急輸送道路 震度７

震度６強

震度６弱

震度５強

第２次緊急輸送道路

南富良野町

凡　　　例


